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十
二
月
十
三
日
出
水
戸
市
の
千
波
湖
周
回
コ
ー
ス

（
七
区
間
、
十
五
師
）
で
行
わ
れ
た
、
県
中
学
総
合
体
育

大
会
兼
第
二
十
二
回
中
学
駅
伝
競
走
大
会
で
、
秋
山
中

学
校
が
四
十
六
分
十
二
秒
の
大
会
新
記
録
で
、
参
加
八

十
三
チ
ー
ム
（
史
上
最
多
出
場
）
の
強
豪
を
押
え
、
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

「
野
球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
、
三
年
生
三
人
、
二
年

生
三
人
、
一
年
生
一
人
の
長
距
離
に
強
い
七
人
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
が
勝
因
で
す
。
こ
れ
を
機
に
駅

ま
さ
な
お

伝
を
学
校
の
伝
統
に
し
た
い
で
す
ね
四
と
堀
川
真
尚
監

督
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
も
四
人
の
メ
ン
バ
ー

が
残
る
た
め
Ｖ
２
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

や
っ
た
ぞ
／
、
大
会
新
記
録
で

県
中
学
駅
伝
競
走
大
会
を
制
覇

～
秋
山
中
学
校
～

表
紙

▲優勝を喜ぶ秋山中学校のメンバー
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一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
美
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

貼

や
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一
、
し
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う
る
お
い
の

あ
る
ま
密
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

“

や

榊

稗

叩

浄
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Ⅱ

ぷ
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岬
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か

な

ま

ち
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》

》

繩

く

心

鮭

心

毎

？

一
、
趾
岬
患
い
穂
域
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い
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あ
い
あ
い
（
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
）
、
烏
２

も
く
じ
小
屋
嘗
燃
や
Ｌ
て
無
病
息
災
を
術
尉
、

ほ
か

３
…
…
…
…
市
議
会
だ
よ
り
皿
…
…
…
…
税
、
申
告
の
時
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
、

成
人
お
め
で
と
う
二
人
目
の
子
ど
も
に
も
支
給
（
児
童

４
～
６
．
・
…
・
昭
和
六
十
年
度
歳
入
歳
出
決
算
手
当
法
の
改
正
）

７
．
：
…
…
…
昭
和
六
十
一
年
度
上
半
期
予
算
執
行
、
。
…
・
…
…
・
指
名
参
加
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
、

の
状
況
高
萩
の
昔
話
と
民
俗

８
…
…
…
…
山
林
火
災
を
防
ぎ
消
防
署
か
ら
表
彰
、
岨
…
…
…
…
家
庭
健
康
シ
リ
ー
ズ
、
文
化
会
館
も

約
五
百
人
の
選
手
が
力
走
（
市
民
駅
よ
お
し
も
の
、
ほ
か
、
お
し
ら
せ

伝
競
走
大
会
）
、
き
れ
い
だ
れ
／
‐
「
飾
昭
…
…
…
…
新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
が
決
ま
り

す

り
も
ち
」
、
ほ
か
ま
し
た
、
ほ
か
、
お
し
ら
せ
で２

９
…
…
…
…
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
理
・
…
…
・
…
善
意
の
窓
、
日
曜
当
番
医
、
市
民
体
妬

章
（
石
龍
馬
さ
ん
）
、
三
世
代
が
和
気
育
館
募
集
、
人
口
と
世
帯
、
ほ
か
副１ １３

一
月
十
一
日
続
い
て
、
消
防
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
優
良
分
団
表
彰
第
十
八
分
団
２は

側
文
化
会
館
や
協
力
さ
れ
た
か
た
が
た
に
表
彰
状
や
功
労
章
表
彰
鈴
木
康
正
ｊ内

駐
車
場
で
、
恒
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
、
永
年
勤
続
消
防
団
員
・
職
員
妻
女
に
対
醒

例
の
消
防
出
初
表
彰
者
は
、
次
の
か
た
が
た
で
す
。
す
る
感
謝
状
柴
田
香
代
子
、
鈴
木
卜
哺

め
式
が
市
内
の
〈
敬
称
略
）
モ
子
、
金
澤
み
つ
い
、
金
澤
敏
子
、
大
唾

二
十
一
の
分
団
消
防
庁
長
官
表
彰
部
美
智
子
、
佐
川
ふ
じ
、
弓
野
ゆ
り
子
、
津

員
、
消
防
職
員
鈴
木
彰
、
大
部
正
星
喜
恵
子
ンオ

な
ど
約
四
百
人
全
国
消
防
協
会
長
表
彰
木
村
進
優
良
消
防
職
員
表
彰
フレ

が
参
加
し
て
行
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
鈴
木
彰
、
鈴
木
稔
、
藤
田
稔
テ

わ
れ
ま
し
た
。
篠
原
新
一
郎
、
鈴
木
康
正
高
萩
市
長
表
彰
退
職
団
員
感
謝
状
贈
一

来
賓
者
が
多
茨
城
県
知
事
表
彰
三
十
年
以
上
柴
呈
大
高
日
出
夫
、
落
合
重
美
、
沼
田

数
出
席
す
る
な
田
房
男
、
鈴
木
康
正
、
金
澤
初
夫
、
金
稔
、
柴
田
洲
治
、
石
河
洋
、
小
野
正

か
で
、
市
長
観
澤
三
郎
、
佐
川
精
一
、
大
部
陽
一
、
弓
好
、
坂
本
勝
正
、
黒
澤
正
昭
、
金
澤
初

閲
や
機
械
器
具
野
重
春
、
星
勝
英
一
一
十
年
以
上
夫
、
鈴
木
忍
、
鈴
木
松
吉
、
鈴
木
忠

点
検
、
新
車
披
佐
藤
昭
、
岩
間
輝
亘
、
松
本
昭
敏
、
雄
、
松
本
辰
次
、
佐
川
博
之
、
鈴
木
俊

露
、
代
表
演
技
大
高
一
生
、
河
野
泰
喜
、
金
澤
弘
弘

（
第
十
二
分
団
、
表
彰
状
を
授
与
す
る
表
彰
消
防
長
表
彰
第
十
二
、
二
十
一
分
団

二
十
一
分
団
）
下
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
消
防
団
長
表
彰
第
十
七
分
団

な
ど
が
行
わ
れ
、
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

ジヘ

シ



二

二

コ

｜

コ
ー

ロ
ー

コ
一

白

［
一
二
コ
一

口
｜
一
口
｜

ロ
ー
ー
ロ
ー

己

己

一一］

コ
ー

ロ

弓

口

ロ

ロ
一

口

二

国

一
コ

ロ

一
白
一

国

画

己

一
己

一
己
一
一
己
一
一
口
一

三
一
一
口
｜
一
国

口

一
口

一
口

匡
一
一
コ

００

，

０

一
川

認

螺
謙

悪
．“§ 成

人
お
め
で
と
う

四
百
十
八
人
が
お
と
な
の
仲
間
入
り

し旨つ

鋒
壷

悪 霞

韓

､

鱗
一

琴

第4回高萩市議会定例会

灘
〆

途
識
』
』 歯

難幣鶴蝿 、

蕊､織蕊
等

鶏
葎

式川人‐

ぬ
と
な
の
仲
間
入
り
成
川

一
‐

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
今
年
は
叩

市
内
で
四
百
十
八
人
（
男
、
二
百
十
六
Ⅷ

人
、
女
、
二
百
二
人
）
の
新
成
人
が
お
伽

と
な
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
第
三
十
三
回
高
萩
市
成
人
叩

式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
二
百
八
十
叩

人
（
男
、
百
二
十
三
人
、
女
、
百
五
十
Ⅲ

七
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
箕
川
達
也
さ
Ⅲ

ん
（
安
良
川
）
は
、
「
よ
り
一
層
教
養
を
叩

高
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、
日
々
、
叩

自
己
鍛
練
に
励
む
つ
も
り
で
す
凶
と
力
Ⅲ

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲
着
物
姿
も
華
や
か
に

昭
和
六
十
一
年
第
四
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
十
二
月
十
六
日
㈹
に
開
会

し
、
十
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、

十
二
月
二
十
五
日
附
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に

関
す
る
も
の
－
件
（
内
一
部
に
不
同
意
）
、

報
告
に
関
す
る
も
の
六
件
、
条
例
に
関

す
る
も
の
二
件
、
予
算
に
関
す
る
も
の

十
件
、
請
負
契
約
に
関
す
る
も
の
三
件
、

そ
の
他
一
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

ー

り
で
す
。

（
人
事
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
は
、
鈴
木
廣
次
氏
、
北
畠
暢
男

氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一

般
会
計
補
正
予
算
第
五
号
）

○
継
続
費
精
算
報
告
害
に
つ
い
て
（
市

営
住
宅
建
設
事
業
並
び
に
松
岡
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

る
。
）

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
高
萩
市
手
数
料
条
件
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
）

○
高
萩
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

（
報
告
）

（
条
例
）

伴
う
条
例
の
一
部
改
正
）

（
請
負
契
約
）

○
高
萩
市
営
高
浜
住
宅
建
設
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

○
高
萩
市
営
高
浜
第
二
住
宅
建
設
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

以
上
二
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

ま
た
は
、
処
分
に
関
す
る
条
例
の
規
定

に
よ
る
契
約
の
議
決
で
す
。

○
高
萩
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
十
二

号
上
手
綱
赤
浜
線
道
路
改
良
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
、
第
七
号
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
〈
第
一
号
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
、
第
三

ロ
万
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

ロ
万
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
、
第
三
号
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
、
第

一
盲
方
）

（
予
算
）

（
そ
の
他
）

ー

○
高
萩
市
文
化
会
館
借
地
問
題
等
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
高
萩
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
に
関
す
る
請
願

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
森
林
・
河
川
緊
急
整
備
税
の
創
設
に

つ
い
て
の
陳
情
書

○
地
方
自
治
法
改
悪
反
対
に
関
す
る
陳

情※
取
り
下
げ
た
も
の

○
県
道
沿
い
排
水
路
の
は
ん
ら
ん
防
止

に
つ
い
て
の
陳
情

○
公
営
住
宅
に
つ
い
て

○
農
業
用
水
路
整
備
に
つ
い
て

○
文
化
会
館
借
地
に
つ
い
て

○
工
業
用
水
に
つ
い
て
（
小
山
ダ
ム
）

○
公
共
事
業
費
の
国
庫
補
助
負
担
率
の

引
き
下
げ
措
置
に
反
対
す
る
意
見
書
案

の
提
出
に
つ
い
て
は
、
議
員
よ
り
提
出

さ
れ
原
案
ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
｜
般
質
問
）

（
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
）

（
意
見
書
案
の
提
出
）

議
会
事
務
局

3
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決算総括表
前年比伸率昭和59年度昭和60年度

～
歳 出

(D) (A)6(C)%
歳 入

(A)

歳 出

(B)

歳 ノ

(C)

差し引き

(A-B)

旧)一(D）
％

(D)

68億851万3千円一般会計 73億4,333万7千円 2ig6,270万7千円 70億5,109万8千円 4.070Ig8,063万円 4．1

国民健康保険

事 業
l1億3,348万6千円 19．813Ig8,795万5千円 13億5,825万2千円 2,970万3千円 11億8,211万5千円 17．4注

1，」

句のF

JJ･ひ189万8千円高萩霊園事業 236万7千円 14．7271万4千円 253万4千円 18万円別

11億7,603万6千円 10億3,952万7千円 13.6 13．1へ
五 老人保健事業 11億7,816万1千円 212万5千円 10億3,754万5千円

21億7,491万1千円 16．625億3,682万2千円 3,20()万8千円 22E2,202万7千円 15．6三斗
貴’

三4
戸’ 25億6.883万円

96億1,745万2千円 89億8,342万4千円’ 6．9合 92億7,312万5千円
ワ 1
0．人99億1,216万7千円 2億9,471万5千円

二,『

胃1

(企業会計の上欄は収益的収入及び支出，下欄は資本的収入及び支出です｡）

△2．1 1．2

△47．5 1．6

.2.6 . 1.5

5，978．3 84．7

△2．3 0．5

△26．3 11．3

6,308万2千円

△1億3,920万5千円

1,042万4千円

△ 2,569万5千円

7,350万6千円

△lig6,490万円

3億1,430万5千円

8,481万1千円

9,895万5千円

29万9千円

4億1,326万円

8,511万円

2億4,149万3千円

1億8,083万1千円

8,722万8千円

2,375万5千円

3億2,872万1千円

2億458万6千円

3億756万1千円 2億4,447万9千円

4,456万8千円 1億8,377万3千円

9,637万9千円 8,595万5千円

1,817万4千円 4,386万9千円

4億394万円 3億3,043万4千円

6,274万2千円 2億2,764万2千円

水道事業企
業

ｰ工業用水道事業

会

三上

同’ 計

｜
般
会
計

歳
出
決
算

土木費20.1%(13.9)

14億2,542万8千円

総務費11．4％(0.3）

8億794万4千円

民生費15.6％(△0.6）

11億679万8千円

僅
一．

70億8,063万円
(4.0)

（ ）内前年比伸率％

市民一人あたり4万1千8百円

一世帯あたり 13万9千9百円

市民一人あたり3万2千5百円

一世帯あたり 10万8千6百円

市民一人あたり2万3千7百円

一世帯あたり 7万9千3百円

算出には，

昭和61年3月31日

現在

‐，

公債費11 ．4％(81）

8億424万4千円

衛生費7.3％(8.9）

5億1,830万3千円

その他9.7％(△2.1）

6億8,533万7千円 I

息撫
消防費，議会費，

労働費， 商工費，

災害復旧費

鬮
継

の数字を

使いました。

市民一人あたり2万3千6百円

一世帯あたり 7万8千9百円

市民一人あたり2万百円

一世帯あたり 6万7千3百円

市民一人あたり1万5千2百円

一世帯あたり 5万9百円

市民一人あたりの経費は

20万8千円

世帯あたりの経費は

69万5千円です6
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教
育
施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

重
点
施
策
を
推
進
し
た
中
で
、
主
な
事

業
と
し
て
、

松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
事
業

（
弱
～
帥
年
度
２
か
年
継
続
）

三
億
二
、
五
七
五
万
二
千
円

（
総
費
用
六
億
七
、
一
六
二
万
四
千
円
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

（
二
、
六
八
八
㎡
）

松
岡
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

五
、
九
九
七
万
四
千
円

（
長
さ
弱
、
、
幅
喝
、
）

道
路
新
設
改
良
事
業

三
億
六
、
二
九
七
万
五
千
円

（
延
々
路
線
）

市
営
住
宅
建
設
事
業

二
億
九
、
七
○
二
万
七
千
円

高
浜
、
高
浜
第
二
住
宅

弱
～
帥
年
度
二
か
年
継
続
一
棟

帥
～
伽
年
度
二
か
年
継
続
二
棟

公
共
下
水
道
事
業
費
負
担
金

一
億
二
、
六
五
六
万
一
千
円

管
渠
（
か
ん
き
ょ
、
下
水
管
）
埋
設
、

延
長
四
一
八
・
七
ｍ

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

五
、
九
三
七
万
二
千
円

建
物
の
移
転
補
償
の
調
査
な
ど

対
象
面
積
一
九
・
二
畑

街
路
整
備
事
業

二
億
五
、
六
九
一
万
七
千
円

三
・
四
・
六
号
（
東
本
町
高
萩
線
）

三
・
四
・
十
二
号
（
上
手
綱
赤
浜
線
）

一

歳
出
一

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
に
お
け
る
決
算
額
の
う
ち
、
高
萩
市

の
負
担
金
に
相
応
す
る
経
費
に
す
る
と
、

九
億
三
、
八
七
八
万
一
千
円
の
事
業
を

実
施
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
葬
場
・
斎
場
建
設
事
業
費
負
担
金

四
、
三
八
九
万
八
千
円

（
帥
～
田
年
度
二
か
年
継
続
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
二
階
建

一
、
一
四
六
・
一
㎡

集
会
所
建
設
事
業

一
、
三
六
一
万
一
千
円

向
洋
台
地
区

木
造
平
家
建
二
九
・
二
四
㎡

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

一
、
五
○
○
万
円

秋
山
下
地
区

木
造
平
家
建
一
三
○
・
八
四
㎡

山
村
林
業
構
造
改
善
事
業

五
、
四
九
二
万
七
千
円

林
道
（
中
戸
川
線
）
、
連
絡
道
（
大
荷

田
線
）
の
開
設
な
ど

土
地
改
良
事
業

一
億
二
、
○
四
二
万
六
千
円

工
事
費
（
訓
地
区
）
及
び
各
種
負
担

金
・
補
助
金

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
や
県
の

補
助
金
の
ほ
か
、
地
方
債
（
借
入
金
）

な
ど
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊

ー

普
通
建
設
事
業
費

学
校
や
市
営
住
宅
の
建
設
、
市
道
や

農
林
道
な
ど
の
諸
施
設
の
整
備
・
充
実

に
要
し
た
経
費

人
件
費

市
の
職
員
二
般
職
の
職
員
や
市
議

会
議
員
・
消
防
団
員
・
統
計
調
査
員
な

ど
特
別
職
の
職
員
）
に
対
し
て
支
払
わ

れ
た
経
費

補
助
費
等

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
に
対
す

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
を
性
質
別

に
み
る
と
図
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

図2一般会計性質別内訳

（ ）内前年比伸率％その他5億4,260万1千円7.7％（6.8）

逸品
｢【､不

維持

出金4

補修費1

1％(18．4）

5％(22.5）

1％(△12.3）鳥業対策事業費1

貸 付金

％(△9.7）0-4 物件費
6億2,574万円

8．8％

~ （1.0）

頓 立 金

普通建設事業費

17億7,762万6千円

25.1%

（3.6）

0.3％ (△62.6）

び出資金投資及

0．2 ％(77．6）

《害復旧事業費
扶助費
億1,664万7千円

10.1%

（△5.6）

％(231.3）0． 1

′ 歳出

70億8,063万円

(4.0)

‘ 100％

′ 歳

70億8，

0）

％100

る
負
担
金
や
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
育

成
・
援
助
を
行
う
た
め
の
補
助
金
の
交

付
な
ど
に
要
す
る
経
費

公
債
費

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

要
す
る
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
借
り

入
れ
た
お
金
（
地
方
債
）
を
返
済
す
る

た
め
の
経
費

扶
助
費

児
童
・
老
人
・
身
体
障
害
者
・
生
計

に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
現

金
や
物
品
を
支
給
し
援
助
す
る
経
費

（
》

公債費

8億405万7千円

11.4％

（8.1）

人件費
16億8,411万4千円

23．8％
/戸可、

⑲．1ノ

補助費等
9億2,984万5千円

13.1%

（8.2）

市税収入の推移(各年度） 市税の内訳億 閏1

(単位：億円）

４
３
２
１

０
０
０
０

年

し
市
税
収
入
は
、
こ
こ
数
年
で
最

も
低
い
伸
び
率
に
な
っ
て
い
ま

半
ｑ
／
○

前年比伸率

6．4％

8．9％

.16.0%

8．9％

6．8％

12.9%

△57.3％

区 分

市民税

固定資産税

電気 税

都市計画税

たばこ消費税

軽自動車税

そ の 他

決算額

12億9,697万7千円

11億4,128万4千円

2億6,307万円

1億6,557万3千円

1億4,755万2千円

1,641万1千円

547万9千円

６
〕

３
８

16

"製_器一擶而
4 －9

内前年比伸率(％）

度 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

6



惑
諄

、

弾

￥

〕

も

〕

ざ

晶

号

曇
刊
買
ｎ
Ｈ
に

斑
畢
蝿
群
管
叩
ｒ

Ｆ
Ｌ
呂
叩
ご
負

呂
刊
畢
尹
嫁
叩
ｆ
』

識亀
昭和61年度上半期

予算執行の状況

一

、

ｎ

吋

鴬驚

毒簿

議

;……冨燕…鷺一識

'1
癖蕊鎮

～昭和61年9月30日現在～

ｊ
ｊ

％
％
鴫

２
０

．
０

０
１Ｉ

ｊ
１

円
円
円
円
％
皿

鯵
千
千
千
千
５

》
楠
呼
耐
㈹
５

ｉ
算
準

辮

釧

《

叩
常

甥

殿

》
、
鰹
、

》
轟
鋤
桝
貼
貼
串

予
支

▲
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

▲
建
設
中
の
火
葬
場
・
斎
場

F

L

（1,555万7千円)(0.2％）

予算額74億2,015万8千円

（1,555万7千円)(100％）

収入済額33億2,692万1千円

44.8％

5 10 15 20 25 30

と般会計

歳出 ｜ ｜ 歳入
20 25 30

郷5徴謡鯛
（億円）

(100％）
33.4％

]’5徽轆鯛M:"

（億円）

"'6I､万4千円, §20鈴
ヨ1億8,116万9千円, 429% |

…ｌ
ｕ
Ｌ
Ｆ
順
Ｌ
ｒ
陸
Ｌ
Ｆ
肱
Ｌ
ｒ
慨
Ｌ
Ｆ
鵬
Ｌ
Ｆ
胎
催
Ｌ
Ｆ
院
Ｉ

土

民

教

公

総

衛

農

そ

木 費 市 税

ー

"' 5億7,899万9千円479％
’ 12億880万円, 163％

…7億8,853万1千円, 590％
’ 13億3,643万3千円, 180％

生 費 地方交付税

這出金"'‘職""制"”|9{g906万7千円, Ⅱ23％
"| 4Ig1,334万円472％

’ 8億7,550万円, ’18％
育 費 国庫支出金

綱卿蝋｝債
| 51":"(9:")

蚕ｮ壁…"‘“
|4Ig1,008万円｡ 55％

芯〃'‘蝋珊瑚蝋"‘ ‘| 10ig2,4):万9千円, 138％

債〃3臆5,904万1千円, 425％
’ 8億4,389万1千円. 】1 4％

債 費 市

診…千円, 508％
’7億9,746万9千円, ｣07％

務 費 県支出金

笏2億5,689万1千円,“6％
| 6ig1,748万3千円, 83％

29,857万7千円, ，"％
’ 6億20万4千円, 8 1％

生 費 そ の 他

林水産業費
＝■■収入支出済額,予算対比(%）

｜予算額,構成比(%） 廷ざ
塞3億6.3U万9千円, 40"％

’8億9,142万9千円, ］2.0％
の 他

（ ）内は，内耆で繰越額です。

企業会計 特別会計

水道事業
会計別 収入済額予算額 支出済額

予算対比

（％）

予算対比

（％）
予算額区分 収入済額 予算額区分 支出済額

国民健康保険

事 業
収益的収入 3億2,040万9千円 1億6､448万5千円 収益的支出 2億6,896万円51．3 9,594万5千円 35．7 14億5.653万1千円 5億9,378万4千円 5億2,629万8千円

資本的収入 4億7,313万4千円 90万円 資本的支出0．2 5億4,790万円 2,114万5千円 3．9

高萩霊園事業 230万9千円 227万'千円 149万4千円
7億9,354万3千円 11g6,538万5千円計 計 8億1,686万円 1億1,709万円20．8 14．3

工業用水道事業
老人保健事業 13億8,625万6千円 5億5,967万7千円 5億5,704万6千．円

予算対比

（％）

予算対比

（％）
区分 予算額 収入済額 予算額区分 支出済額

町西側土地

区画整理事業
収益的収入 9,608万円 4,899万9千円 収益的支出 9,391万8千円 3,353万7千円511.0 2億2,669万8千円35．7 4,150万3千円 1,591万6千円

資本的収入 資本的支出Ⅱ 2,699万7千円 1,336万7千円0 :1】 49．5

30億7,179万4千円 ll億91723万5千円 11億 75万4千円訂
計 9,608万円 4,899万9千円 '億2,091万5千P三｛

F1 4,690万4千円51．0 38．8
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＃十
二
月
二
十
一
日
⑧
第
三
十
五
回

高
萩
市
民
駅
伝
競
走
大
会
が
、
六
十
四

チ
ー
ム
、
約
五
百
人
の
参
加
で
三
十
・

四
五
ｍ
（
中
学
・
壮
年
・
女
子
の
部
十

一
区
間
、
一
般
・
高
校
の
部
六
区
間
）

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
地
の
沿
道
で
は
、
た
く
さ
ん

の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
力
走
す
る
選

手
に
温
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
（
優
勝
チ
ー
ム
）

中
学
の
部
秋
山
中
Ａ

高
校
の
部
松
丘
高
校
陸
上
部

一
般
の
部
日
本
加
工
製
紙
㈱
陸
上
部

壮
年
の
部
島
名
走
ろ
う
会
Ａ

女
子
の
部
秋
山
中
Ａ

１
１

藤し
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん

雪
憩
尋
割
蕊
Ｌ
Ｒ
参
が

約
五
百
人
の
選
手
が
力
走

同

＃
蕊

鰯

羅

市
民
駅
伝
競
走
大
会

十
二
月
七
日
⑧
午
後
二
時
四
十
分

ご
ろ
、
下
和
野
地
内
で
発
生
し
た
火
事

を
早
期
発
見
、
初
期
消
火
、
通
報
な
ど

冷
静
沈
着
な
行
動
を
と
り
、
山
林
火
災

を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、
消
防
署
か

ら
次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

し
ら
さ
ぎ
子
ど
も
会
下
和
野

石
川
隆
一
秋
山

総
合
の
部
日
立
工
業
高
校
Ａ

山
林
火
災
を
防
ぎ

消
防
署
か
ら
表
彰

（
一

十
二
月
二
十
六
日
③
臨
海
学
園
で

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
約
五
十
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
参
加
し
て
、
歳
末
も

ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
つ
き
た
て
の
も
ち

を
ほ
お
ば
り
、
楽
し
そ
う
な
声
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

臨
海
学
園
も
ち
つ
き
大
会

交通安全の願いを込めて

12月26日（金） 高萩警察署で，関係者約

40人が参加して，交通安全の願いを込め

た「もちつき大会」が行われました。

このもちつき大会は，毎年12月に1年

間の交通安全に感謝し， また新しい年も

無事に過ごせるよう行っているものです。

▲歳末もちつき大会

慰〆〆 ’ 一℃ 舎鴬

§ ，？
＃ (#

綴；:~ “二
け
交
通
事
故
追
放
も
ち
つ
き
大
会

ｑ
四
色
の
も
ち
で
色
ど
る

] fﾛ

鐸

浄駕熊

驚
鱗〆

）
…識

薄嬢、
§鐸、霞

&鱗 懸蜜蝋ジ

密
《

》

》

趣

》

》

》

》

》

一

鷲

巍

薄

獺

鋤

噂

叩

評

きれいだね!飾りもち
一
月
五
日
㈲
、
六
日
㈹
の
二
日
間
、

福
島
県
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
で
、
少
年
ス

キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
少
年
ス
キ
ー
教
室
に
は
、
三
十

五
人
が
参
加
、
市
の
体
育
協
会
ス
キ
ー

連
盟
の
み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
二

日
間
の
短
い
教
室
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

メ
キ
メ
キ
と
上
達
し
ま
し
た
。

少
年
ス
キ
ー
教
室

1月15日 （成人の日),萩ケ丘・上島名地区

のスポーツ少年団（団長,根本昇さん）では，

昔のお正月の風習を子どもたちに伝えようと

｢飾りもち」（うらもち・まゆ玉ともいわれる｡）

の行事を行いました。赤， 白，黄，緑色の4

色のきれいに色どられたこの飾りもちは，市

に寄贈され， 1月末まで市役所玄関に飾られ

ました。

蕊慰懸
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＝／～〆～／＝〆＝
二戸戸呈司I一

こ
の
章
は
、
交
通
安
全
に
多
大
の
功
一

一
續
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

〆
二

一
Ｆ
銅
經
群
一
寺
調
称
世
岬
誕
跨
蕊
睾
垂
酢
〉一

轟
秣
峰
諏
蹄
軒
娠
浄
酬
睦
禧
謂
銅
巍
桐
辨
一

一
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
「
緑
十
字
一

一
銀
章
」
の
受
章
者
は
、
県
内
で
十
一
人
、
一

一
石
さ
ん
は
、
そ
の
一
人
と
し
て
、
栄
え
一

》
ぁ
準
群
瘡
畦
輝
峠
辨
ユ
桂
一
二
年
か
ら
高
一一

一
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
常
任
理
事
と
し
一

一
て
、
交
通
安
全
思
想
の
啓
も
う
や
指
導

一
な
ど
に
努
力
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
九
一

一
月
か
ら
現
在
ま
で
、
同
副
会
長
と
し
て

一

一
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ノ

ー
市
内
で
の
「
緑
十
字
銀
章
」
受
章
者
は
一

一
石
さ
ん
で
三
一
人
目
、
「
み
な
さ
ん
の
ご
協
一

一
鋤
獅
電
議
津
崎
灌
峠
」
維
吋
一
筆
毒
諦
喝
逹
》

〆
二

一
唖
雌
緯
呼
窪
岫
曄
評
蓉
郡
轌
早
鐘
詮
”
一号

鱒
橘
蝿
廉
耀
雌
ｒ
に

＝へ

交
通
栄
誉
章

:
灘

「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章

矧鯲
たつ ま

石龍馬さん

（本町）
－－／＝一～〆～一＝〆～〆宅

」

一
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）
、
高
浜

掴
集
会
室
の
広
場
で
、
地
区
の
老
人
ク

リ
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
育
成
会
な
ど
約

う
百
五
十
人
が
集
ま
っ
て
、
わ
ら
ぞ
う

卿
涯
り
非
鋤
峰
嘩
唯
匂
畦
嘩
諦
耐
罹
乱
世
。

あ
一
代
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
昨
年
か
ら

行
っ
て
い
る
も
の
で
今
年
が
二
回
目
、

吾
丸０

会
場
は
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち

兼↑

が
和
気
あ
い
あ
い
で
わ
ら
ぞ
う
り
作

《
〃代
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
代
表
の
大

世
部
弘
次
さ
ん
も
「
ふ
だ
ん
見
ら
れ
な

一
一
一
い
光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
を
大
事
に
し
、
継
続
し

て
い
き
た
い
Ｊ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

3

一

廻
綱
■
■
珂
蕊
鶏
驚
篭
：
鈴
悪
癖
睡
揮
）

●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●

●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
－
●
●
－
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
Ｉ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
Ｉ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
１
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
－
●
●
ｌ
●
●
ｌ
●
●
１
●
●

》
鐸
識
淨
牛
畿
亜
『
感
心
翻
心
。
画
画
》
慰
霊
〉

'

篭

癖
騨
謬
》

静

一
月
十
四
日
㈱
、
市
内
各
地
で
五
穀

豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
る
農
村
行
事
の

と
り
お

一
つ
で
あ
る
「
烏
追
い
」
の
行
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

島
名
む
つ
み
子
ど
も
会
で
は
、
今
年

約
百
人
が
参
加
し
て
は
じ
め
て
烏
追
い

行
事
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

シ
ノ
や
竹
で
作
っ
た
鳥
小
屋
の
中
で
、

で
ん
が
く

あ
ま
酒
や
田
楽
な
ど
の
手
作
り
の
味
に

大
喜
び
、
楽
し
い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
烏
追
い
の
由
来
を
聞
き
な

が
ら
、
し
め
飾
り
な
ど
を
付
け
た
鳥
小

屋
を
燃
や
し
て
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い

ま
し
た
。

鳥
小
屋
を
燃
や
し
て

無
病
息
災
を
祈
る

~

第21回秋山支部駅伝大会

成續①和野Aチーム

②駒木原東チーム

③島名西チーム

高萩市子ども会育成

連合会駅伝大会
衝

一
月
十
八
日
側
、
松
岡
支
部
（
八
区
間
、
二

十
一
チ
ー
ム
）
と
秋
山
支
部
（
十
三
区
間
、
十

三
チ
ー
ム
）
で
、
〆
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
駅

伝
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵

ま
れ
、
沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
た
ち

が
応
援
に
つ
め
か
け
る
な
か
、
選
手
の
み
な
さ

ん
が
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

L』

第13回松岡支部駅伝大会

成績①小島Aチーム

②南組Aチーム

③小島Bチーム

Q
U



個
人
市
県
民
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

今
年
の
一
月
一
日
現
在
高
萩
市
内
に

居
住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
の
み
の
人
は
申

告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
務

先
で
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
年
中
に
災
害
を
受
け
た
こ

と
に
よ
る
雑
損
控
除
や
、
自
分
と
か
家

族
が
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
人
は
、

晶、
“

““、

》

鼠

“
領

１
１
Ｊ
１
Ⅷ
１
１
矧
州
判
４

串
、
私
設
串
貼

串

今
鋒
も
個
人
市
県
民
税
と
所
得

達
↑
認
如
罐
淀
津
意
鋳
蝿
遮
奄
迩
登
溌
何

た
・
嘩
告
の
獺
闇
は
、
鍾
月
十
六
岨

正
・
お
葱
鐙
一
肩
鈴
敬
沼
誌
誕
死
可
如
津

《
正
心
く
申
毒
し
、
納
得
の
い
魚
印
〆

税
金
葱
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
”
“

》

；
〉
，
遜
一
》
、

》
“

、
、
瀞
琳
》
部
《

“

、
：
鋤
“
、
、

、

緯
唾
》
》
“

一
ぐ
耀
慧
い
・
↑
〃
蕪
丘
《
一
〃
礎
￥
：
碓
〆

ル

《
申
告
の
時
期
で
す

忘
れ
ず
に
…

●
●
●

<別表〉

申告指導と受け付けの日程
出
張
に
よ
る
申
告
指
導

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で

市
役
所
税
務
課
で
毎
日
受
け
付
け
し
ま

す
が
、
（
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
除

く
。
）
別
表
の
と
お
り
、
出
張
に
よ
る
申

告
指
導
と
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

個
人
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

母熱i城獄恥f蕊鍛 蕊蝋蕊耐蕊潔鳶職漁
上君田生活改善センター

下君田にこにこクラブ集会所

横川小学校

若栗公民館

午前10時
（
）

午後3時

2月16日(月）

一
ゞ
》

大能生活改善センター

中戸川公民館
2月17日枕） 〃

赤浜田園都市センター

関口公民館

申
告
に
あ
た
っ
て

○
お
願
い

申
告
書
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

扶
養
親
族
名
な
ど
必
要
な
こ
と
が
ら
を

同
封
の
申
告
書
記
載
例
を
参
考
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の

⑪
印
鑑

2月16日

Ix:1
3月16日

2月18日（水） ’ 〃 高戸公民館

山手公民館

行人塚集会所

島名多目的研修会館2月19日(利 〃

秋山ナカラ集会所

北組公民館

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

2月20日(釣 〃

申
告
書
は
直
接
郵
送
し
ま
す

申
告
書
用
紙
は
、
日
程
に
合
わ
せ
て

順
次
み
な
さ
ん
の
地
域
別
に
税
務
課
か

ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。

個
人
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は

税
務
課
へ
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
は
日
立
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
耆
類

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

③
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
、

国
民
年
金
の
領
収
証
書
、
ま
た
は
納

税
証
明
書

剛
生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
、
個
人

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
た
証
明
害

⑤
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

下手綱公民館

安良川公民館

秋山中公民館

（
》 2月23日(月） 〃

石滝公民館

有明町集会所

上手綱生活改善センター

2月24日(火） 〃

※下組公民館は改築中のため，下手綱公民館か北組公民館等

最寄りの施設で申告をしてください。

ベ
ノ

ニ
人
目
の
子
ど
も
に
も

支
給

～
児
童
手
当
法
の
改
正
（
二
年
目
）
～

新
し
い
児
童
手
当
法
が
、
昨
年
の
六

月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
人

（
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
義
務
教
育
就

学
前
の
児
童
）
に
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い

制
度
は
年
度
ご
と
に
支
給
対
象
が
変
わ

り
、
今
年
は
二
年
目
と
な
り
昭
和
六
十

三
年
四
月
か
ら
完
成
し
た
制
度
に
な
り

ま
す
。

二
人
目
満
四
歳
未
満

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一

日
で
満
四
歳
未
満
の
児
童
）
を
含
む
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し

て
い
る
こ
と
。

三
人
目
以
降
満
九
歳
未
満

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一

日
で
満
九
歳
未
満
の
児
童
）
を
含
む
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し

て
い
る
こ
と
。
な
お
、
三
人
目
以
降
の

現
在
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
で
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
で
、
満
九
歳

に
到
達
し
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
（
資
格
喪
失
）
、

今
年
の
受
給
資
格
者

10



昭
和
六
十
二
年
度
の
高
萩
市
建
設
工

事
等
の
指
名
参
加
願
い
を
受
け
付
け
ま

す
。

◎
受
付
の
日
ど
り

三
月
二
日
㈲
か
ら
三
月
十
六
日
㈲
ま

で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で

す
。
（
日
曜
日
を
除
き
、
土
曜
日
は
午

前
十
一
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
）

◎
受
付
場
所

総
務
部
庶
務
課
文
書
係
（
市
役
所
本

庁
舎
三
階
）
へ
願
書
を
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。

◎
願
書
様
式
お
よ
び
添
付
書
類

願
書
の
様
式
は
、
建
設
省
統
一
様
式

で
す
。
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
次
の

書
面
を
順
番
に
と
じ
て
提
出
し
て
く
だ

六
」
い
○

①
経
営
事
項
審
査
申
請
書

②
納
税
証
明
書
（
国
税
、
地
方
税
等
）

市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
等
直
前
二
か
年
分
の

証
明
書

③
工
事
経
歴
書
（
営
業
経
歴
書
）

④
技
術
者
経
歴
書

建
設
工
事
関
係

指
禍
惨
釧
則
り

任
兀
布
仁
今
蓼
拘
刎
蔵
小
ｉ
ｖ
ａ
，
件
可
雪
詐
圭
匡
（
汗
け
抑
心
」
Ｈ
旧
『
！
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
日
日
■
Ｕ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
日
日
■
日
日
１
日
日
日
日
日
０
８
日
日
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■
８
０
Ⅱ
日
日
日
日
１
日
日
日
日
日
日
日
■
日
日
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■
８
■
Ⅱ
８
１
日
日
日
Ⅱ
■
Ｉ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
日
日
Ⅱ
日
日
日
日
■
日
日
日
日
１
日
日
日

建
設
業
協
会
の
本
部
ま
た
は
各
支
部
で
一
と
昔
、
良
家
の
箱
入
り
娘
の
部
屋
で
、

は
、
大
能
の
人
が
語
る
話
で
あ
る
。

お
求
め
く
だ
さ
い
。

話

一
鯖
俗
鰔
ｊ
諄
鯛
、
っ
凝
騨
吋
壱
潔
綜
鱸

日
立
・
高
萩
・
十
王

神
１
で
、
毎
晩
遅
く
ま
で
話
し
声
が
す
る
が
、

広
域
下
水
道
組
合
関
係
一
棚
民
馳
ｉ
田

相
手
は
だ
れ
か
凶
と
た
ず
ね
た
。
娘
は

志
「
だ
れ
だ
か
知
ら
な
い
人
だ
酉
と
い
う
。

が
灘
鯉
鰹
鯛
議
鰹
舞
一
高
三
母
親
は
「
ど
ん
な
身
塗
り
で
く
る
の
か
凶

新
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
と
聞
く
と
、
「
立
派
な
身
な
り
で
く
る
四

新
規
に
希
望
す
る
か
た
は
必
要
書
類
を
一
『
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
』
に
は
、
蛇
と
答
え
た
。
そ
こ
で
母
親
は
、
「
今
晩

組
合
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

｜
に
関
す
る
話
が
数
多
く
み
え
る
。
そ
の
き
た
ら
『
ほ
づ
れ
た
と
こ
ろ
を
縫
っ
て

◎
受
付
の
日
ど
り

一
な
か
に
は
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
常
あ
げ
ま
す
崖
と
い
っ
て
、
糸
を
通
し
た

一
二
月
二
日
㈲
か
ら
一
二
月
十
六
日
㈲
一
陸
の
山
岳
信
仰
や
農
耕
儀
礼
を
知
る
手
針
を
抜
か
ず
に
刺
し
た
ま
ま
帰
し
な
さ

一
掛
か
り
と
な
る
話
が
少
な
く
な
い
。
い
凶
と
教
え
た
。
娘
は
そ
の
通
り
に
し
、

◎
受
付
場
所

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
一
「
軒
端
に
し
よ
う
ぶ
と
よ
も
ぎ
を
さ
す
男
の
帰
っ
た
あ
と
を
み
る
と
、
血
が
た

一
い
わ
れ
」
、
「
し
ょ
う
ぶ
湯
の
由
来
」
、

合
（
十
王
町
伊
師
二
、
二
二
○
）
れ
て
い
る
の
で
、
あ
と
を
た
ど
っ
て
い

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一
「
蛇
婿
入
り
」
な
ど
の
話
の
内
容
に
は
、
く
と
、
炉
端
の
鉤
吊
（
か
ぎ
づ
る
）
し
し
写
真
は
大
能
の
集
落

一
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
「
軒
端
に
を
登
っ
て
、
煙
出
し
か
ら
抜
け
て
沼
ま

◎
提
出
書
類
等

●
更
新
申
請
害
（
組
合
に
あ
り
ま
す
。
）
一
し
よ
う
ぶ
と
よ
も
ぎ
を
さ
す
い
わ
れ
」

で
続
い
て
い
た
。
１－『
ｌ

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ

⑤
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

⑥
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証
明

聿
日⑦

法
定
外
労
災
補
償
制
度
へ
の
加
入
証

明
書
（
加
入
し
て
い
る
場
合
）

⑧
建
設
業
許
可
証

⑨
営
業
所
等
一
覧
表

※
添
付
書
類
の
う
ち
各
証
明
書
は
、
複

写
機
に
よ
る
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

指
名
参
加
願
い
の
申
請
書
（
用
紙
）
は

建
設
業
協
会
の
本
部
ま
た
は
各
支
部
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。

ー

及
び
市
税
納
税
証
明
書
の
ほ
か
に
、
業

種
別
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
Ｏ〈

工
事
）
経
営
事
項
審
査
申
請
害

（
委
託
）
経
営
規
模
等
総
括
表

（
添
付
書
類
は
コ
ピ
ー
で
も
可
）

●
更
新
申
請
害
用
紙
は
二
月
二
日
㈲
か

ら
組
合
で
配
付
し
ま
す
。

●
市
税
納
税
証
明
書
は
二
月
十
日
㈹
か

ら
発
行
の
も
の

．
新
規
業
者
の
提
出
書
類
は
組
合
庶
務

課
（
念
三
二
’
五
五
九
五
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
二
年
度
学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
指
名
参
加
願
い
を
受
け
付

け
ま
す
。

◎
受
付
の
日
ど
り

二
月
十
日
伽
か
ら
二
月
二
十
八
日
田

◎
受
付
場
所

高
萩
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
参
く
だ
さ
い
。
願
書
及
び
添
付
書

類
等
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま

す
。
詳
し
く
は
給
食
セ
ン
タ
ー
（
缶
二

三
’
七
四
二
二
へ

給
食
セ
ン
タ
ー
関
係

ｰ

脅
額

児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目
の
児
童

に
つ
い
て
は
、
月
額
二
、
五
○
○
円
、

三
人
目
以
降
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
月

額
五
、
○
○
○
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

新
た
に
該
当
し
、
受
給
資
格
の
あ
る

か
た
は
、
認
定
請
求
書
を
、
現
在
受
給

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
額
改
定
届
を
三

月
三
十
一
日
㈹
ま
で
に
提
出
し
て
く

」

受
ご
い
○

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

ｒ
壷
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
三



一
看
嶬
罪
袴
郡
唾
碍
澤
華
奉
ベ
ノ
．

⑥
師
い
い
か
解
ら
な
い
し
、
ち
ょ
っ
と
聞
く
出
る
穴
が
見
え
る
よ
う
で
し
た
ら
心
配

ズ
医
の
も
恥
ず
か
し
い
・
そ
こ
質
う
回
は
、
い
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
全
く
見
え
な
け

抓
朔
碍
裕
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
お
ち
れ
ば
真
性
包
茎
と
い
う
完
全
な
皮
か
ぶ

叩
ン
ん
ち
ん
」
の
話
を
し
て
み
ま
す
。
り
の
状
態
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
一
度
》
茨
城
県
看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介
所

馳
伽
大
馳
崎
唐
が
お
お
っ
て
い
て
、
穴
が
外
か
ら
見
お
ち
ん
ち
ん
の
先
が
は
れ
て
痛
が
る
准
看
護
婦
出
の
か
た
が
た
を
対
象
に
、

包
茎
…
…
お
し
っ
こ
の
出
る
穴
を
皮
医
師
の
診
察
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
唱
で
は
、
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
由
、

一
職
業
紹
介
と
看
護
業
務
に
関
す
る
相
談

健
が
ｒ
榊
宮
え
な
い
状
態
で
す
．
生
後
か
ら
小
学
校
時
は
、
そ
こ
に
細
菌
が
く
っ
つ
い
て
お

魏
皮
‐
し
諦
低
学
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
男
の
子
ゞ
！
」
詞
：
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
．
ど
う
ぞ
気

睦
い
ふ
睡
竿
払
唾
浄
子
世
才
呼
封
砕
仁
暉
一
軽
岼
醒
鋤
銅
歸
幟
峠
卦
や
免
許
証
を
持
つ

が
こ
の
包
茎
（
皮
か
ぶ
り
）
の
状
態
で

今
回
は
、
男
の
子
の
「
お
ち
ん
ち
ん
」
す
。
大
人
で
さ
え
、
日
本
人
の
三
割
以

の
話
で
す
。
ど
こ
の
お
母
さ
ん
も
、
お
上
が
こ
の
皮
か
ぶ
り
の
状
態
な
の
で
す
。
↑
や
ち
人
咳
？
ん
の
聯
大
き
六
月
噴
、
さ
ま
ぎ
』
管
て
紹
介
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
電
話

父
さ
ん
も
、
男
の
子
の
お
ち
ん
ち
ん
の
で
は
、
放
っ
て
お
い
て
よ
い
か
と
い
臺
暴
皐
逃
が
小
倉
鵲
鱒
擬
診
票
舎
り
直
言
わ
翻
小
一
の
申
し
込
み
や
ご
相
談
に
も
応
じ
て
お

大
き
さ
や
形
に
つ
い
て
、
実
は
ち
よ
っ
う
と
、
決
し
て
そ
う
と
は
言
え
な
い
の
寿
尽
ｖ
れ
ぱ
『
一
応
再
釜
蔦
瑚
ま
《
煙
竺
顕
浄
己
曇
り
ま
す
。

と
心
配
な
よ
う
で
す
。
「
小
さ
い
ん
じ
で
す
。
ま
ず
、
四
、
五
歳
に
な
っ
た
ら
悩
箏
聿
勘
竺
妥
は
患
満
塾
奉
せ
ん
・
一
詳
し
く
は
、
茨
城
県
看
護
婦
等
無
料

瀧
繍
駕
蕊
蓮
蕊
澤
零
亜
写

ほ
う
け
い

や
な
い
か
ざ
と
か
「
包
茎
な
ん
じ
ゃ
な
お
風
呂
で
包
皮
（
お
ち
ん
ち
ん
の
皮
層
）

い
か
Ｊ
こ
ん
な
疑
問
が
頭
を
横
切
る
の
を
そ
っ
と
根
本
の
方
へ
引
い
て
み
て
く

で
す
ね
。
け
れ
ど
、
誰
に
何
て
聞
い
て
だ
さ
い
。
亀
の
頭
の
先
に
お
し
っ
こ
の
り
悩
む
仏
誌
慕
“
甑
い
も
の
で
す
、
幸
査
○
二
九
一
Ｔ
二
五
’
八
五
七
二

，
１
，
，
！
，
ｉ
ｉ
ｉ
‘
‘
，
ｉ
ｊ
ｉ
‘
ｉ
ｉ
ｉ
，
§
藝
溌
器
譲
＊
癖
器
器
離
識
稚
器
器
器
識
器

防火の大役

あなたが主役

一春の火災予防運動一

2月28日から3月13日

全国春の火災予防運動が2月28日から3月13日まで二

週間にわたり実施されます。火災発生も複雑多様化して

います。

地域の実情に即し，自治会や婦人会等を通じて,近隣居

住者の協力による地域ぐるみの防火安全体制の確立を図

るよう充分心がけるようにしましょう。

｢年金相談コーナー」を開設します

年金相談を開設します。年金法の改正により制度が大

きく変わりました。 日ごろ自分の年金で疑問をお持ちの

かた，受給資格などについて專門官がお答えします。相

談は無料です。

〆
）

2月17日（火）

午前10時から午後3時まで

中央公民館（小会議室）

国民年金，厚生年金，障害年金，

その他について

◎と 雪

◎と こ ろ

◎相談内容

※詳しくは保険年金課（金23-2111,内線232）へ

おたずねください。

県民交通災害共済に

ご家族そろって加入しましょう

＊2月1日より62年度加入受付開始

会 費一年間大人900円中学生以下500円

共済期間毎年4月1日～翌年3月31日

万一の時，お支払い見舞金は

死 亡 100万円

最高傷害 30万円

身障見舞金50万円

（
）

文
化
会
館

も
よ
お
し
も
の

〈
◇
〉
×
ｓ
〉
×
〈
◇
〉
×
〈
今
×
〈
◇
〉
×
（
◇
〉
×
〈
今
〉
《
◇
〉
×
く
つ
〉
×
（
◇
〉
×
〈
◇
〉
〉
《
◇
〉
×
今
〉
×
（
◇
）
×
（
◇
）
）

名
画
鑑
賞
会
の
お
し
ら
せ

今
〉
〆
容
〉
×
〈
◇
〉
〉
〈
今
〉
×
〈
◇
〉
×
〈
◇
〉
×
今
〉
〉
《
◇
〉
×
〈
ｓ
×
（
ｅ
〉
〈
今
〉
×
〈
◇
〉
×
今
〉
×
〈
◇
〉
×
（
◇
》

｜
｜
月
十
五
日
日

「
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
キ
ッ
ト
」

午
前
十
一
時
、
午
後
三
時

「
キ
ン
グ
ソ
ロ
モ
ン
の
秘
宝
’
一

午
後
一
時

※
入
場
券
発
売
中

三
月
十
五
日
日

「
タ
ッ
チ
」

午
前
十
一
時
、
午
後
三
時

「
恋
す
る
女
た
ち
」

午
後
一
時

※
入
場
券
発
売
日
二
月
十
五
日
⑧

欝
辮繊驚

闇
や
・

癖
驚

騨

‐

謙嬢
鯵

闘璽ﾛⅡ

■ ■■
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昨年の12月に，厚生大臣から次のかたがた

が，民生・児菫委員に委嘱されました。任期

は3年です。

民生・児菫委員は，社会奉仕の精神をもっ

て，あなたの地域の世話役，相談役として，

各種相談・指導などを行い，社会福祉の増進

に努めています。
○印は，新任の民生・児童委員です《

新しい 、

民生･児童委員が

呈決まﾚﾉました－ノ

電話il燃蕊議論:ﾄﾘjI職蕊韓鰄f癖
22-2129本町1丁目， 大和町2丁目の一部

22 3963本Ⅲ]･2丁目， 3丁目

23 2073本町4丁目，春日町3丁目

23 3222春日町1 ． 2丁目

22-2645 大和町1 ． 2丁目

22-3179大和町3 ． 4丁目, 1丁目の一部

23-3211 束本町1 ． 2丁目， 3丁目の一部

22-4448有明町1 ． 2丁目

22 3506有明町3丁目の一部（車検場北側）

電話

22－2129

22 3963

本町4丁目，春日町3丁目

春日町1 ． 2丁目

３１
丁１日田

和本
大東

4丁目，

2丁目，

1丁目の一部

3丁目の一部

６

‘電話

23-0719

22－2863

22－5526

氏 名

有賀多喜子

燕蕊混熱％
落合千代子

三国省治

○宇佐美威

堀江やゑ

○沼田松男

柴田カツエ

○綿引信弘

大須賀幸男

柴田君子

謹蕊熱職蕊蕊Ij鵠蕊蕊蕪蝿蕊蕊
島名2北， 3，本町，万代町，東町， 西町

秋山南

秋山下，滝の沢

秋山中1 ． 2 ． 3，秋'11経塚，福平， 中中秋山中1 ． 2 ． 3，秋lll経塚，福平，

蕊

|IH橋

〕佐藤健雄

国井キヌエ

安藤啓次 東

秋山上1 ． 2 ． 3，中原の西部，北方

駒木原，地蔵堂

６
３

６
９

３
４

４
５

２
２

２
２佐川光子

小豆畑隆

石田秀実

小林静江

鈴木一子 木

，
，
水
１

宅
中
梅

社
，
川

鉱
東
良

炭
野
安

萩
和
‐

高
，
部

，
丘
一

６
ケ
の

堂
・
萩
原

蔵
５
，
木

地
・
地
駒

，
４
団
，

原
上
塚
萩

木
山
東
高

駒
秋
坂
台

６
４
３
２

７
０
０
８

１
８
７
４

３
１
２
４

２
３
３
２

２
２
２
２

秋山~上4．5．6，高萩炭鉱社宅． 和野南．新和

坂東塚団地，萩ヶ丘，和野東， 中

１

０
６

５
３

３
２

２
２

２
２佐藤たみ子22-2361

平田五朗23-0158

○関山英子22-4140

〃 （車検場南側）

肥前町1 ． 2丁目，東本町4 ． 3丁目の一部

高浜町1 ． 2丁目

柴田 薫

皆川文夫

行人塚，石河原，小島団地１
９

６
２

１
５

４
０

２
３

２
２ 当一一

局戸

鈴木冨子23 1963赤浜

田村キヨノ 22-5178 上宿，北久保，城戸場，長原定田

鈴木千穂子23-0219下手綱

小野淑子23 0341 きじの尾，石崎，屋敷

赤津キク 23 0804杉岡，杉内，大工町，粕内，小和田

下山田房子22 4742 川側，馬場， すどれ，石舟

松本 ちよ 22 4370堀の内，畑中，前の内，二本杉

○作山寛子22 3336千代田，滝の脇，豊栄，金成

関根利雄23 4397 関口，仙道坂，昔の沢

鈴木徳樹28-0652横川

鈴木 彰28-0413下君田

豊田四郎次28-0055上君田

柴田英利28-0203若栗，大能牧場

鈴木 孝28 0737 大能

樫村 甫 28 0836 中戸川

杉岡，杉内，

川側，馬場，

大工町

すどれ

粕内，小和田

石舟

堀の内，畑中，前の内

千代田，滝の脇，豊栄

関口，仙道坂，昔の沢

二本杉

金成

下君田

卜君田

若栗，大能牧場

大能

ー

22 218l 高浜町3丁目の一部（市営住宅及びその東側）

22 3455 〃 （市営住宅の西側）

22-2319 〃 （加工紙関係）

23-3527安良川1 ． 2 ． 3 ． 4 ． 5町内， 6町内の一部

22-3080安良川7 ･ 8 ･ 9 ． 10町内, 6町内の一部

22-2698安良川12． 13 ． 14町内, 6町内の一部

９５１８５１３４１２３２
２２２２２２

０８８９０６３２

２２２２

也
子
門

雄
陽
衡 衡門

○田崎

田中

佐藤佐藤

安島松夫

黒沢美代

○下川原トシ子

石井正子 安良川12 ･ 13 ･ 14･ 15 ･ 16町内

安良川西うら全部

石滝1 ． 2 ． 3 ． 4．花貫．上4，花貫，上

３
５
０
０
１
２

５
０
９
９
９
０

２
９
７
５
０
２

３
２
３
１
４
０

２
３
２
３
２
３

２
２
２
２
２
２

こ)伊藤 實

○松本 昭

○金子和子

台

石滝市営住宅，石滝団地

島名1 ． 2南，朝日団地，椎木下 坂下，鏡時崎 一

根本 昇

○山口安一

久保田武志

島名上，千代町団地

向洋台団地，島名台団地

島名5，秋山4．5，島名経塚，秋山中原東，坂佐久保

５
４

６
３

６
２

６
０

３
３

２
２

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
車
検
証
の
紛

失
、
盗
難
〈
解
体
な
ど
に
よ
っ
て
廃
車

手
続
き
が
で
き
な
い
で
い
る
か
た
、
ま

た
は
他
人
に
譲
渡
し
た
ま
ま
で
名
義
変

更
を
し
て
い
な
い
か
た
、
あ
る
い
は
現

在
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
等
に
軽
自

動
車
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
か
た
は
、

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
ま
ま

で
放
置
し
て
お
き
ま
す
と
税
金
だ
け
で

な
く
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

｜
月
一
日
か
ら
老
人
医
療
費
の

一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
し
た

医
療
機
関
（
病
院
）
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た
、

改
正
前
改
正
後

外
来
四
○
○
円
１
八
○
○
円
二
か
月
）

入
院
三
○
○
円
↓
四
○
○
円
（
一
日
）

三
か
月
限
度
）
↓
（
入
院
期
間
中
負
担
）

※
た
だ
し
、
所
得
の
低
い
か
た
（
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
し
か
も
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
）
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
ど
お
り
、
一
日
三
○
○
円
で
二
か

月
限
度
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
申
請

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
該
当
に
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
医
療
福
祉

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

缶
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
三

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の

廃
車
は
忘
れ
ず
に
Ｊ
、

》
《

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

田
所
害
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

入
場
券
は
、
い
ず
れ
も
大
人
一
、
○

○
○
円
、
高
校
生
八
○
○
円
、
中
学
生

以
下
七
○
の
円
（
当
日
売
二
○
○
円
増
）

｜
｜
｜
月
二
十
八
日
出
午
後
六
時
半

米
米
ク
ラ
ブ

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

こ
め
こ
め

入
場
料
三
、
○
○
○
円

（
全
席
指
定
）

入
場
券
発
売
日
二
月
二
十
二
日
⑪ 幾通鰯 さ数

13



○
柏
義
夫
さ
ん
高
萩

五
万
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

二
万
円
福
祉
作
業
所

心
身
障
害
者
父
母
の
会
へ

○
鈴
木
豊
男
さ
ん
大
み
か
町

五
千
円
臨
海
学
園
へ

○
加
藤
博
さ
ん
大
和
町

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
菅
波
綾
子
さ
ん
高
萩

善
意
あ
り
が
と
う

八
百
三
十
三
円
社
会
福
祉
へ

○
有
明
町
二
南
一

三
万
五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
農
協
婦
人
部
施
設
も
ち
つ
き
会
へ

も
ち
米
八
十
六
均

○
今
川
つ
ま
さ
ん
高
戸

三
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
佐
藤
知
里
さ
ん
上
手
綱

二
千
四
百
四
十
一
円
社
会
福
祉
へ

○
柴
田
良
平
さ
ん
高
萩

二
万
円
社
会
福
祉
へ

○
日
高
十
郎
さ
ん

五
千
六
百
九
十
三
円
社
会
福
祉
へ

○
塩
手
満
夫
さ
ん
安
良
川

百
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
大
部
重
高
さ
ん
秋
山

駅付近

陸橋の上から，冬の町を眺める。駅前に大きなマーケッ

トが建って，すっかり眺めが変わった。広い操車場もすっ

かり寂れて 枯れ草が－面に覆っている。昔は石炭を犢人

だ貨車が何列も並んでいたものだ。鉄道の衰退と共にこ

の枯れ草の野原もいずれは賑やかな街に変わってゆくこ

〉一ナ』ス言
一／里一一ノ◎

〆
″
）

つぐ

嗣
争い

々刀 ＝上
田 にコノロ

■■ ■■■■■ ■■■■■一－

｜

高萩美術協会員

市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
十
三
日
㈲

｜
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
与
え
ら
れ
親
子
ス
キ
ー
教
室

－
た
コ
マ
図
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
と
き
三
月
二
十
五
日
附
～

二
十
六
日
嗣
（
一
泊
二
日
）
一

一
を
歩
き
、
各
地
点
に
提
示
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
山
形
県
栗
子
ス
キ
ー
場

一
問
題
を
解
き
、
そ
の
正
解
数
と
規
定
時
対
象
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
親
一

一
間
を
競
う
も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
募
集
人
員
二
十
組
（
四
十
人
）

｜
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
競
技
で
す
。

参
加
料
一
万
八
千
円
（
親
子
で
）
｜

申
し
込
み
三
月
十
日
㈹
～
十
七
日
㈹
｜

｜
と
き
三
月
一
日
⑧

（
た
だ
し
、
定
員
四
十
人
に
な
り
し
だ
一

九
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）
｜

－
と
こ
ろ
市
民
体
育
館

※
ど
ち
ら
も
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
一

一
対
象
家
族
や
友
だ
ち
等
で
三
、
四
育
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
｜

詳
し
く
は
市
民
体
育
館
（
室
一
三
’
一

人
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
く
二
五
五
二
）
へ

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

（
）

○
生
長
の
家
高
萩
相
愛
会
一
万
二
千
二
百
九
十
円

益
子
泰
治
さ
ん
一
万
円
○
母
子
福
祉
会
二
千
八
百
六
十
二
円

○
神
代
恵
次
さ
ん
千
二
百
五
十
円
○
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
一
同

○
塩
畑
愛
子
さ
ん
一
万
円
五
千
六
百
二
十
五
円

○
日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工
場
○
児
玉
美
智
枝
さ
ん
七
千
五
十
二
円

管
理
職
一
同
六
万
円
○
秋
山
小
学
校
児
童
会

○
高
萩
キ
リ
ス
ト
教
会
一
万
円
五
万
五
百
三
十
円

○
立
正
佼
正
会
青
年
部
○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店
五
万
円

八
万
七
千
百
四
十
九
円
○
吉
田
清
さ
ん
三
千
円

○
日
本
加
工
製
紙
㈱
○
遺
族
会
婦
人
部

サ
ウ
ン
ド
リ
ミ
ッ
ト
二
万
円
一
万
一
千
四
百
三
十
五
円

○
熊
坂
吉
惠
さ
ん
一
万
円
園
寄
贈
・
図
書
館
へ

○
農
用
地
開
発
公
団
九
千
三
十
一
円
新
本
寄
贈

可
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

一
歳
末
た
す
け
あ
い
一

七
十
万
円
社
会
福
祉
へ

（
諦
維
雨
建
得
諏
輻
は
）

民
館
だ
さ
い
。

市
禧
罐
馴
却
み
一
三
川
梓
七
匪
岬
燗
二
月
二
一

○
北
部
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
場

三
万
六
千
五
百
円

○
県
北
地
区
同
盟

四
千
八
百
八
十
三
円

○
松
岡
中
学
校

○
佐
藤
一
夫
さ
ん
島
名
Ｍ

圏
寄
贈
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

○
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

五
万
円
（
図
書
購
入
代
と
し
て
）

日曜当番医 ．……謬糯駕篭…身『

瀞
燕…．盤…虞…黙理蕊饒鎖鐸乳鶴舞巽…

～人口と世帯～

前月此

人口 34,441(+31)

男 16,965(＋9）

女 17,476(＋22）

世帯10,320(＋11）

瀦
誌
鞘
騨
識
辨
難
癖
熱
譲
轆
融
爵
課
瑛

瀞
溌
蕊
蟻
蕊

－2月の納税一

固定資産税
（4期）

都市計画税
§
戦

：
擬

§
脅
箪

驚
驚

謡
噌
晶

国民年金（4期）

§

§
：
：

納期限2月28日

和62年』月‘恥』
(昭

時間は， いずれも午前9時から午後4時までです。 鑑溌瀞職癬韓葱驚藷諌》影鑛曾識瀧蕊噴灘》》》説辮祷》騨錘轆認鍔蝿識溌》蝉》識癖龍患溌騨隷蕊罷謹識鍵蕊

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－

2月22日

3月1日

3月8日

3月15日

3月22日

飯島医院

渡医院

石病院

十王医院

全生堂医院

滝川医院

大和町' 22-2235
大和町

東本町' 23 1711

十王町

春日町

22－2306

23－3100

本町

22-2202

32－3266


